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ちらの 男ば かりで なく、 こちらの 男に 於ても、 なに か 

下心 あっての 道化た 応対の ようでした。 それ を 仁 木 は 

見て取りました。 そして それらの 狡猾な からくりに、 

仁 木 は 突然 嘔き気に 似た 憤り を 覚えました。 その 時に 

もう、 仁 木 は 我知らず 突っ立って いました。 

彼 はちよ つと、 ふらふらと 眩暈に 似た 気持ちが しま 

した。 それから、 葦簀 囲いの その 狭い 屋内に、 自分 自 

身 を 巨人の ように 感じました。 油の 煮立って る 黒い 揚 

げ鍋、 小皿 物 を こさえ る 俎板 や 庖丁、 酒 瓶 や コップな 

ど、 器具 類が 玩具の ように 見えました。 腕 を 一 振りす 

れば、 その 屋台 S 全体 をぶ つ 飛ばせそう でした。 それ 



猫の 群れ はま だ 庭の あちらで 騒いで いました。 仁 木 

は そちら へ 行き、 こんど は 四つ 匐い にな つ て 近づき ま 

した。 だが、 いくら 探しても クマ はいませんでした。 

仁 木 は 怒って、 牝猫を 捕えようと しました。 そしても 

少しのと ころで、 牝猫 はする りと 逃げの び、 それから 

遠くへ 行って しまいました。 その 間中 一度 も クマの 名 

を 呼ばなかった こと を、 彼 は 思い出し、 なぜか 後悔し 

ました。 

彼 は 裏から 家の 中にはい りました。 湯殿の 戸 は締リ 

がして なくて 開きました。 燃料 不足の ために 風呂 はも 

う 長く 沸かされず、 ただ 洗面所と して だけ K われて い 



心が 持てませんでした。 

江川に 連れられて 行った 先 は、 焼け残り のく すんだ 

花柳界で、 そこに 仁 木 は、 会社 関係の 宴会で 前に も 来 

た ことがあ りました。 こんどの は、 ちょっと こじん ま 

りした 待合で、 中 はへんに 静かでした。 ところで、 そ 

こに は 既に 中 本が 来て いて、 二人が はいって ゆく と、 

間もなく 芸者た ち も 立ち 現われ、 酒が はじまりました。 

仁 木 は 会社で 中 本 を 何度か 見かけた ことがあり、 中 本 

の 方で も 仁 木 を 知って る 害でした。 それ にも拘らず、 

中 本 は 仁 木 を 鄭重に 扱って、 改めて 名剌 〔# 「名刺」 は 

底本で は 「名刺 匕まで 差 出しました。 名前の 肩に、 金 谷 



底本： 「豊島 与 志 雄 著作 集 第 四 巻 (小説 w)」 未来 社 

1965 (昭和^) 年 6 月お 日 第 ー 刷 発行 

初出 ： 「群像」 

1947 (昭和^) 年 ー 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 (区 

点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 
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